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グッド緩衝液の調製法

( I )　ADA、PIPES、POPSOの場合
(A) 0.1 mol/l　モノナトリウム塩溶液調製 (1000 ml)

ADA、PIPES、POPSO の遊離酸は難溶のためモノ
ナトリウム塩溶液を調製して使用する。
ADA 19.016 g(PIPES 30.237 g、POPSO 39.846 g)
と NaOH(水酸化ナトリウム )4 g を脱イオン水 300
～ 400 ml に完全に溶解した後、脱イオン水で全容を
1000 mlとする。…A液とする。

(B) 0.1 mol/l　NaOH 溶液調製 (1000 ml)
NaOH 4 g を脱イオン水 200～300 ml に溶解した後、
脱イオン水で全容を 1000 mlとする。…B液とする。

(C) 緩衝液の調製
A液 25 mlに B液 0 ml、5 ml、10 ml、15 ml、20
mlを加えた時の pH(20℃ )が表 ( I )のとおりである。
A液に希望の pH になるように B液を加える。

( II )　Bis-Tris の場合
(A) 0.1 mol/l Bis-Tris 溶液調製 (250 ml)

Bis-Tris 5.231 g を脱イオン水で溶解し、全容を 250
mlとする。…A液とする。

(B) 0.1 mol/l HCl溶液調製 (250 ml)
塩酸 2.25 ml(0.9115 g HCl)を脱イオン水で溶解後、

全容を 250 ml とする。…B液とする。
(C) 緩衝液の調製

A液 25 mlに B液 0 ml、5 ml、10 ml、15 ml を加え
た各溶液の 20℃における各々の pH が表 II のとおり
である。A液に希望の pH になるように B液を加える。

(III) ( I )、 ( II )以外のもの
(A) 0.1 mol/l　遊離酸溶液調製 (1000 ml)

ACES 18.22 g＊を脱イオン水 300～ 400 ml に完全
に溶解した後、脱イオン水で全容 1000 mlとする。…
A液とする。
＊他の化合物については次のとおりである。
BES 21.325 g、Bicine 16.317 g、CAPS 22.131 g、
CHES 20.729 g、DIPSO 24.328 g、
EPPS 25.233 g、HEPES 23.831 g、HEPPSO

28.635 g、MES 21.325 g、MOPS 20.927 g、
MOPSO 22.527 g、TAPS 24.328 g、TAPSO 
25.928 g、TES 22.925 g、Tricine 17.917 g 

(B) 0.1 mol/l NaOH 溶液調製 (1000 ml)
( I ) (B) と同様に調製する。…B液とする。

(C) 緩衝液の調製
A液 25 mlに B液 0 ml、5 ml、10 ml、15 ml、20
mlを加えた時の pH(20℃ )は表 (III)のとおりである。
A液に希望の pHになるように B液を加える。

B液 (0.1 mol/l NaOH) 0 ml 5 ml 10 mI 15 ml 20 ml
A液
0.1 mol/I ADA(Na)     25 ml 5.8 6.6 6.9 7.3 7.8
0.1 mol/I PIPES(Na)       〃 5.6 6.4 6.8 7.2 7.7
0.1 mol/I POPSO(Na)     〃 6.4 7.3 7.7 8.1 8.5

表 ( I )

B液 (0.1 mol/l HCl溶液 ) 0 ml 5 ml 10 mI 15 ml
A液
0.1 mol/l Bis-Tris 25 ml 9.5 7.1 6.6 6.1

表 ( II )

B液 (0.1 mol/l NaOH) 0 ml 5 ml 10 ml 15 mI 20 ml
A液
0.1 mol/l ACES 25 ml 4.6 6.6 7.0 7.3 7.7
〃 BES 〃 3.8 6.6 7.0 7.4 8.0
〃 Bicine 〃 5.1 7.8 8.2 8.6 10.4
〃 CAPS 〃 6.8 10.0 10.5 10.8 11.2
〃 CHES 〃 5.9 9.0 9.4 9.7 10.1
〃 DIPSO 〃 4.4 6.9 7.3 7.7 8.1
〃 EPPS 〃 5.2 7.3 7.8 8.2 8.8
〃 HEPES 〃 5.3 7.0 7.4 7.7 8.1
〃 HEPPSO 〃 5.7 7.6 7.8 8.2 8.6
〃 MES 〃 3.7 5.6 6.0 6.4 8.4
〃 MOPS 〃 3.8 6.6 7.0 7.4 8.8
〃 MOPSO 〃 3.9 6.2 6.6 7.0 7.4
〃 TAPS 〃 4.6 7.8 8.3 8.6 9.0
〃 TAPSO 〃 4.7 7.0 7.4 7.8 8.2
〃 TES 〃 4.4 6.7 7.4 7.7 8.2
〃 Tricine 〃 4.9 7.5 7.9 8.3 8.6

表 (III)

注 )希望の pHに調整する際は pHメーターを用いて下さい。



＊表示している希望納入価格は「本体価格のみ」で消費税等は含まれておりません。
　社会状況の変動により、予告なしに変更することがありますので、最新の価格は HPにてご確認下さい。
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